
豊川市 園児の食生活アンケート結果まとめ

１ 目 的 家庭での食生活の実態を把握して、保育園給食の献立作成や
食事支援をするうえでの基礎資料とする。

２ 実施時期 令和４年９月１日から３０日
３ 調査方法 あいち電子申請届出システムによる回答
４ 回答数 ３６６名（配布数８５６名 回収率４３％）

豊川市内保育園に通う０歳から５歳児保護者



子どもの食事で困っていること
年齢によって項目が分かれる
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4,5歳児(n=188)

数値：％、複数回答



子どもの主要食物の摂取頻度
野菜、牛乳・乳製品は「毎日１回以上」が最も多かった。
肉は「週４～６回」、魚、卵、大豆・大豆製品、果物は「週１～３回」が多かった。
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食品群別 １日１回以上摂取する者の割合
穀類、野菜、牛乳・乳製品の摂取は多いが、その他食品の摂取は、２～３割程度にと
どまっている。特に魚の摂取がほかの食品に比べ、少ない。
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子どもの間食（３食以外の食べるもの）の与え方
「時間を決めてあげることが多い」が最も高かった。
→約４割は間食の時間を決めていない
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特に気を付けていない

間食でも栄養に注意している

甘いものは少なくしている

甘い飲み物やお菓子に偏ってしまう

スナック菓子を与えることが多い

欲しがるときにあげることが多い

時間を決めてあげることが多い

数値：％、複数回答



子どもの食事で特に気を付けていること
０～５歳児すべての年齢で５割以上が「栄養バランス」「一緒に食べること」に
気を付けている。
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料理の盛り付け、色どり

よくかむこと

食べものの大きさ、固さ

間食の量(間食は適量にする)
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規則正しい時間の食事をすること
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食事のマナー

一緒に食べること

栄養バランス

数値：％、複数回答



朝食・夕食を食べる習慣
９割以上の子どもは朝食を毎日食べていて、８割以
上では家族の誰かと一緒に毎日朝食を食べていた。

97%

夕食を毎日家族の誰かと

食べる子の割合

97%

朝食をほぼ毎日食べる子の
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毎日排便のある子

３～５歳児では、３割で「週に
２～３日に１回程度」排便が
あると回答していた。

73%

n=366



まとめ

・献立作成
家庭での食事において、摂取頻度の少なかった魚の提供回数を増やし
ていく。(月２～３回→週１回)
カルシウム源(魚、乳製品、大豆製品)の食品の摂取頻度が少ないため、
積極的に取入れていく。
家庭でも特に気を付けている項目の「栄養バランス、一緒に食べる、食
事マナー、楽しく食べる」を重視した給食の提供に引続き取組んでいく。
・食事支援
食事で困りごとのある保護者は８割以上いたことから、園生活の中やお
たよりで解決に向けた取組をしていく。


